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本
書
評
論
文
は
、
竹
岡
敬
温
著
『
世
界
恐
慌
期
フ
ラ
ン
ス
の
社
会

─
経
済
政
治
フ
ァ
シ
ズ
ム
─
』（
二
〇
〇
七
年
刊
）
を
対
象
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
評
者
に
よ
る
本
書
へ
の
論
評
は
、
二
〇
〇
九
年
春
の

大
阪
経
済
大
学
・
日
本
経
済
史
研
究
所
に
お
け
る
「
第
五
四
回
経
済

史
研
究
会
」（
四
月
一
一
日
）
と
、
そ
れ
に
先
立
つ
社
会
経
済
史
学

会
・
近
畿
部
会
及
び
経
営
史
学
会
・
関
西
部
会
に
よ
る
「
二
〇
〇
八

年
度
・
合
同
例
会
合
評
会
」（
〇
九
年
一
月
一
〇
日
）
で
試
み
ら
れ
て

い
る
。
本
評
は
、
こ
の
二
つ
の
機
会
に
お
い
て
の
著
者
自
身
に
よ
る

報
告
と
評
者
と
の
質
疑
中
の
議
論
に
も
拠
り
な
が
ら
、
本
書
か
ら
展

望
し
う
る
一
九
三
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
経
済
史
論
を
念
頭
に
お
き
つ
つ

草
し
て
い
く
。

一

本
書
の
構
成
と
特
徴

本
書
は
、
著
者
の
手
に
な
る
一
〇
冊
を
超
え
る
著
作
の
う
ち
、
共

著
、
編
著
、
ま
た
翻
訳
書
を
除
い
た
第
三
冊
目
の
単
著
と
な
る
。
先

ず
一
九
七
四
年
に
発
表
さ
れ
、
我
が
国
に
お
け
る
数
量
経
済
史
的
研

究
の
進
展
に
も
寄
与
し
た
業
績
で
あ
り
、
近
世
価
格
革
命
以
降
の
フ

ラ
ン
ス
長
期
物
価
変
動
を
分
析
対
象
と
し
た
我
が
国
で
の
先
駆
的
研

究
で
あ
る
『
近
代
フ
ラ
ン
ス
物
価
史
序
説
─
価
格
革
命
の
研
究
─
』

の
公
刊
が
あ
り
、
こ
れ
に
次
い
で
、
か
か
る
物
価
史
研
究
も
主
軸
の

一
つ
と
し
つ
つ
現
代
フ
ラ
ン
ス
で
開
花
し
た
歴
史
学
研
究
の
伝
統
と

展
開
状
況
を
論
じ
て
、
一
九
九
〇
年
に
公
に
さ
れ
た
書
物
『「
ア

〔
書

評
〕

竹
岡
敬
温
著
『
世
界
恐
慌
期
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
─
経
済
政
治
フ
ァ
シ
ズ
ム
─
』

─
一
九
三
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
経
済
史
再
論

─

市

川

文

彦
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ナ
ー
ル
学
派
」
と
社
会
史
─「
新
し
い
歴
史
」
に
向
か
っ
て
─
』
に
続

く
研
究
書
が
、
本
書
で
あ
る
。
後
に
再
論
す
る
が
、
著
者
の
こ
の
よ

う
な
研
究
上
の
軌
跡
は
、
自
身
の
研
究
関
心
の
変
遷
と
捉
え
ら
れ
る

と
同
時
に
、
本
評
で
採
り
上
げ
る
本
書
の
成
り
立
ち
の
基
盤
に
、
こ

れ
ま
で
の
著
者
の
研
究
の
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
、
蓄
積
が
、
深
く
結
び

つ
い
て
い
る
と
い
う
側
面
も
見
過
ご
せ
な
い
。

一
九
三
〇
年
代
、
つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
政
期
（
一
八
七
〇

年
～
一
九
四
〇
年
）
最
後
の
一
〇
年
間
を
対
象
と
す
る
本
書
は
、
こ

の
世
界
恐
慌
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
社
会
と
、
政
治
状
況
の

吟
味
を
、
そ
の
課
題
と
す
る
。
著
者
自
身
が
本
書
冒
頭
の
「
は
し
が

き
」
に
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
過
去
の
事
件
に
対
し
て
は
絶
え
ず

変
化
す
る
光
が
当
て
ら
れ
、
新
し
い
問
題
が
提
起
さ
れ
る
」（
ⅱ
頁
）、

こ
の
よ
う
な
歴
史
分
析
の
精
神
に
連
な
る
様
々
な
史
的
接
近
の
拡
が

り
こ
そ
、
本
書
が
与
え
る
史
実
の
新
た
な
再
構
成
、
独
自
の
一
九
三

〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
経
済
社
会
像
へ
帰
結
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
は
、
序
章
を
加
え
る
と
二
一
の
章
か
ら
成
る
大
著
で
あ
り
、

四
部
構
成
を
と
る
。
そ
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

は
し
が
き

序

章

世
界
恐
慌
の
原
因

フ
ラ
ン
ス
の
場
合

第
Ⅰ
部

経
済
危
機
か
ら
政
治
危
機
へ

第
一
章

恐
慌
、
経
済
政
策
、
政
治
危
機

第
二
章

一
九
三
四
年
二
月
六
日
事
件

第
Ⅱ
部

フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
の
経
済
政
策

第
三
章

人
民
連
合
の
誕
生

第
四
章

人
民
戦
線
内
閣
の
成
立

第
五
章

フ
ラ
ン
の
平
価
切
下
げ

第
六
章

週
四
〇
時
間
労
働
法

第
七
章

第
一
次
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
内
閣
の
総
辞
職

第
八
章

人
民
戦
線
の
最
期

第
九
章

人
民
戦
線
の
経
済
的
帰
結

第
一
〇
章

週
四
〇
時
間
労
働
法
と
雇
用

第
一
一
章

週
四
〇
時
間
労
働
法
の
修
正
と
経
済
活
動

第
Ⅲ
部

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
の
崩
壊

第
一
二
章

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談
と
フ
ラ
ン
ス
の
世
論

第
一
三
章

第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
ま
で

第
一
四
章
「
お
か
し
な
戦
争
」
と
平
和
主
義

第
一
五
章
「
奇
妙
な
敗
北
」
と
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
の
成
立

第
Ⅳ
部

フ
ラ
ン
ス
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
思
想
と
行
動

第
一
六
章

フ
ラ
ン
ス
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
争
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第
一
七
章

ド
ル
ジ
ェ
ー
ル
運
動

一
九
三
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
の
農
民
反
乱

第
一
八
章

火
の
十
字
架
団
と
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｆ
）

第
一
九
章

ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
リ
オ
と
フ
ラ
ン
ス
人
民
党

第
二
〇
章

な
ぜ
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
フ
ラ
ン
ス
で
挫
折
し
た
の
か

あ
と
が
き

現
代
史
を
書
く
と
い
う
こ
と

（
な
お
本
書
上
の
洋
数
字
は
こ
こ
で
は
漢
数
字
表
記
に
改
め
て
あ
る
）

で
は
本
書
の
内
容
を
概
観
す
る
。
先
ず
大
恐
慌
期
フ
ラ
ン
ス
で
成

立
し
た
人
民
戦
線
政
府
、
さ
ら
に
そ
の
後
継
の
ダ
ラ
デ
ィ
エ
内
閣
等

の
経
済
政
策
及
び
そ
の
後
の
政
策
変
更
過
程
と
、
こ
の
時
期
の
経
済

社
会
メ
カ
ニ
ズ
ム
自
体
に
こ
だ
わ
っ
て
広
範
な
吟
味
を
加
え
た
第
Ⅱ

部
（
第
三
章
～
第
一
一
章
を
収
め
る
＝
全
体
の
三
分
の
一
）
を
本
書
の

主
軸
と
捉
え
れ
ば
、
第
Ⅰ
部
は
、
本
書
全
体
の
序
曲
を
奏
で
る
部
分

で
あ
り
、
人
民
戦
線
政
権
樹
立
へ
と
至
る
一
九
二
〇
年
代
の
経
済
・

政
治
状
況
を
吟
味
す
る
。
第
Ⅱ
部
に
続
く
第
Ⅲ
部
で
は
、
一
九
三
八

年
一
一
月
末
の
ゼ
ネ
ス
ト
失
敗
の
時
期
か
ら
、
第
二
次
大
戦
、
仏
独

開
戦
期
ま
で
の
検
討
に
当
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
降
伏
を
以

て
終
焉
を
迎
え
る
第
三
共
和
政
壊
滅
の
諸
過
程
が
検
証
さ
れ
る
。
第

Ⅳ
部
は
、
こ
れ
ら
の
検
討
作
業
を
承
け
て
、
こ
の
大
恐
慌
期
の
経

済
・
政
治
状
況
の
背
景
に
あ
っ
て
「
時
代
の
精
神
」
な
い
し
当
時
の

人
々
の
意
識
、
感
覚
へ
様
々
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た

「
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
思
想
の
言
説
と
そ
の
諸
作
用
、
そ
の

影
響
力
の
範
囲
と
限
界
と
を
、
著
者
は
詳
細
に
吟
味
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

よ
り
細
か
く
み
て
み
れ
ば
、
と
り
わ
け
第
Ⅰ
部
の
第
一
章
、
第
二

章
で
は
経
済
史
的
分
析
と
政
治
史
的
吟
味
の
融
合
化
と
い
う
手
法
に

よ
っ
て
、「
一
九
三
四
年
二
月
六
日
事
件
」
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
人

民
戦
線
政
府
成
立
前
夜
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

続
く
第
Ⅱ
部
の
第
三
章
で
は
、
三
四
枚
も
の
グ
ラ
フ
を
駆
使
し
な

が
ら
、
著
者
の
専
門
領
域
で
あ
る
物
価
変
動
分
析
に
拠
っ
て
、
第
三

共
和
政
期
全
体
に
お
け
る
経
済
社
会
の
景
況
を
初
め
と
す
る
諸
状
況

把
握
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
第
九
章
で
は
物
価
史
的
接
近
法
と

共
に
、
購
買
力
変
化
の
検
討
に
よ
っ
て
当
時
の
人
々
の
実
質
タ
ー
ム

で
の
生
活
水
準
推
移
が
吟
味
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
第
Ⅲ
部
の
第
一
三
章
で
は
、
機
械
工
業
を
初
め
と
す
る
工

業
部
門
全
体
の
動
向
と
人
民
戦
線
政
府
が
新
た
に
導
入
し
た
「
週
四

〇
時
間
労
働
」
制
と
の
関
係
、
諸
作
用
が
検
討
さ
れ
る
。
第
Ⅱ
部
第

八
章
で
の
吟
味
と
も
共
通
す
る
が
、
こ
こ
で
は
か
つ
て
機
械
工
業
史

研
究
も
手
掛
け
た
著
者
の
、
専
門
家
と
し
て
の
細
や
か
な
観
察
が
示
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さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
第
Ⅳ
部
の
第
一
七
章
と
第
一
八
章
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
・

フ
ァ
シ
ズ
ム
論
を
軸
に
、
政
治
史
的
接
近
法
、
現
代
史
的
接
近
法
に

よ
り
な
が
ら
、
第
Ⅱ
部
で
の
経
済
史
的
分
析
の
補
完
化
を
図
っ
て
い

る
。本

書
は
右
記
の
要
約
に
限
っ
て
み
て
も
、
豊
か
さ
に
満
ち
た
広
範

な
検
討
作
業
の
成
果
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で

評
者
が
捉
え
た
主
た
る
特
徴
点
を
、
三
点
挙
げ
て
お
く
。

そ
の
第
一
点
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
書
物
に
は
著
者

自
身
が
手
掛
け
て
き
た
、
こ
れ
ま
で
の
近
世
期
「
価
格
革
命
」
以
降

の
フ
ラ
ン
ス
長
期
物
価
史
研
究
、
ま
た
近
現
代
日
仏
機
械
工
業
比
較

史
研
究
の
諸
成
果
が
、
要
所
で
援
用
さ
れ
、
活
か
さ
れ
た
独
自
の
大

恐
慌
期
フ
ラ
ン
ス
研
究
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
は
著

者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
プ
ロ
セ
ス
の
綜
合
化
が
顕
れ
て
い
て
、
名
実

共
に
、
そ
れ
は
著
者
の
研
究
過
程
の
「
集
大
成
」
的
著
作
に
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
序
章
、
第
三
章
、
第
九
章
で
は
広
範
に
亘
る
物
価
変

動
分
析
が
詳
細
に
行
わ
れ
、
ま
た
第
八
章
１
節
等
で
は
工
作
機
械
工

業
部
門
の
動
向
へ
の
評
価
（
三
一
三
頁
）
が
み
ら
れ
る
。

第
二
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
留
学
期
を

（
１
）

皮
切
り
に
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
研
究
者
た
ち
と
の
交
流
の

中
で
研
究
を
進
め
て
き
た
著
者
が
、
同
学
派
が
一
九
八
〇
年
代
末
期

ま
で
は
必
ず
し
も
重
視
し
て
こ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
た
る
「
事
件
史
」、

ま
た
「
政
治
史
」
そ
の
も
の
を
研
究
課
題
と
し
て
い
く
事
に
著
者
自

身
が
こ
だ
わ
り
、
本
書
全
体
を
つ
う
じ
て
現
代
政
治
史
を
含
む
諸
課

題
を
意
識
的
に
設
定
し
、
吟
味
を
進
め
る
姿
勢
で
あ
る
。
さ
ら
に
は

同
学
派
が
開
拓
し
て
き
た
様
々
な
隣
接
領
域
の
研
究
手
法
の
導
入
、

検
討
成
果
の
綜
合
化
と
い
う
、
こ
の
学
派
固
有
の
方
法
論
へ
の
著
者

自
身
の
志
向
も
同
時
に
認
め
ら
れ
る
。
著
者
は
本
書
全
篇
で
経
済
史

的
検
証
を
中
軸
と
し
な
が
ら
、
併
せ
て
同
時
代
の
政
治
史
、
思
想
史
、

社
会
史
の
諸
成
果
を
も
吸
収
し
た
学
際
的
検
討
作
業
を
進
め
、
ま
た

同
学
派
が
留
意
し
て
き
た
、
こ
の
時
期
の
人
々
の
日
常
生
活
、
日
常

性
の
検
証
に
も
及
ん
で
い
る
。

そ
の
第
三
点
は
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
経
済
に
と
っ
て
の

根
本
問
題
で
あ
る
マ
ク
ロ
的
生
産
制
約
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
実
態
を
、
為

替
管
理
政
策
上
の
問
題
、
工
作
機
械
工
業
の
発
達
の
不
十
分
さ
と

い
っ
た
様
々
な
諸
要
因
の
吟
味
に
ま
で
拡
張
し
、
幅
広
い
視
野
か
ら

周
到
か
つ
包
括
的
な
手
法
を
採
っ
て
分
析
す
る
と
こ
ろ
に
見
出
せ
る
。

つ
ま
り
人
民
戦
線
政
府
の
失
策
と
し
て
安
易
に
片
づ
け
る
こ
と
な
く
、

そ
の
社
会
・
経
済
政
策
の
検
証
と
共
に
、
併
せ
て
こ
の
時
期
の
社
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会
・
経
済
環
境
の
実
態
把
握
（
三
一
二
頁
以
下
）
に
努
め
て
い
る
。

二

本
書
に
関
わ
る
新
た
な
論
点

あ
る
研
究
主
題
へ
有
効
に
接
近
し
え
た
本
格
的
歴
史
研
究
書
と
は
、

主
題
に
関
す
る
歴
史
像
と
解
明
な
っ
た
史
実
構
成
と
が
著
者
か
ら
明

瞭
に
提
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
常
と
し
て
新
た
に
吟
味
す
べ

き
諸
論
点
の
所
在
を
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
本
書
も
そ
の
例
外
で

は
な
い
。
こ
こ
で
は
本
書
に
お
け
る
検
討
作
業
か
ら
派
生
し
て
く
る

新
た
な
論
点
に
つ
い
て
、
以
下
三
つ
の
視
角
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と

と
す
る
。

（
１
）
本
書
と
フ
ラ
ン
ス
現
代
史
研
究

先
述
の
如
く
著
者
が
、
こ
の
大
冊
に
よ
っ
て
迫
ろ
う
と
し
た
テ
ー

マ
は
「
一
九
三
〇
年
代
、
世
界
恐
慌
期
フ
ラ
ン
ス
の
、
第
三
共
和
政

崩
壊
に
至
り
つ
く
ま
で
の
経
済
、
政
治
、
社
会
の
動
き
」
を
検
討
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
（「
は
し
が
き
」
冒
頭
の
言
葉
）。
著
者
が
、
こ
の
よ

う
な
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
に
あ
た
り
長
き
に
亘
っ
て
意
識
し
て

き
た
の
は
、
最
初
は
フ
ラ
ン
ス
実
証
主
義
史
学
に
よ
っ
て
、
次
い
で

第
二
次
大
戦
後
か
ら
一
九
八
〇
年
代
末
頃
に
か
け
て
は
フ
ラ
ン
ス
・

ア
ナ
ー
ル
学
派
に
よ
っ
て
遠
ざ
け
ら
れ
て
き
た
現
代
史
、
政
治
史
、

事
件
史
の
、
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
全
体
へ
の
あ
る
べ
き
位
置
づ
け
の
企

図
で
あ
り
、
復
権
の
試
み
で
あ
っ
た
（「
あ
と
が
き

現
代
史
を
書
く

と
い
う
こ
と
」
九
五
一
～
九
五
二
頁
）。
か
く
し
て
著
者
自
身
の
学
術

的
実
践
は
世
界
恐
慌
期
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
動
態
の
吟
味
へ
と
向
か
い
、

本
書
を
つ
う
じ
て
現
代
史
研
究
の
拡
充
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
本
書

は
、
か
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
研
究
史
上
の
課
題
で
あ
っ
た
現
代
史
研

究
の
在
り
方
へ
の
著
者
か
ら
の
応
答
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
帯
び

る
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
界
で
は
、
既
に
一
九
八
〇
年
代
末
期
に
ア

ナ
ー
ル
学
派
の
歴
史
家
ら
か
ら
発
せ
ら
れ
る
後
述
の
「
歴
史
学
危
機

宣
言
」
を
契
機
に
、
斬
新
な
問
題
関
心
と
多
彩
な
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
、

方
法
論
の
提
起
が
積
極
的
に
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
同
時
に
著
者
も
認

め
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
「
二
〇
年
足
ら
ず
の
あ
い
だ
に
、

現
代
史
研
究
の
遅
れ
は
驚
異
的
な
速
さ
で
取
り
戻
さ
れ
」
る
状
況

（「
あ
と
が
き
」
九
五
三
頁
）
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
研
究
動
向
の

大
き
な
転
換
が
図
ら
れ
て
い
た
。
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
変
化

の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
研
究
で
あ
る
。
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（
２
）
「
危
機
宣
言
」
以
降
の
新
た
な
接
近
法
と
の
関
わ
り

い
わ
ゆ
る
「
歴
史
学
危
機
宣
言
」（
一
九
八
八
～
八
九
年
）
は
、
ア

ナ
ー
ル
学
派
に
集
う
第
三
世
代
ま
で
の
研
究
者
達
が
歴
史
人
類
学
的

分
析
を
営
々
と
重
ね
て
い
く
一
方
、
他
方
で
は
学
派
自
体
の
研
究
関

心
が
、
や
が
て
（
経
済
シ
ス
テ
ム
を
含
む
）
現
代
社
会
論
へ
と
拡
が
り
、

歴
史
人
類
学
に
代
わ
り
、
こ
れ
を
補
完
す
る
新
た
な
分
析
手
法
の
模

索
の
な
か
で
提
起
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
ア
ナ
ー
ル
誌
編
集
人
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ベ
ル
、
ア
ン
ド
レ
・
ビ
ュ
ル
ギ
エ
ー
ル
ら
に
よ
る

「
歴
史
学
は
危
機
的
な
曲
が
り
角
に
あ
る
か
？
」
と
題
さ
れ
た
「
危

機
宣
言
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
歴
史
が
今
日
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

拡
張
し
、
時
間
的
、
社
会
的
プ
ロ
セ
ス
へ
の
よ
り
多
彩
な
照
射
を
取

り
込
ん
で
い
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
分
析
の
範
疇
を
変
革
し
、

分
析
法
の
固
定
化
に
抗
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」（
ア
ナ
ー
ル
誌
刷

新
に
向
け
て
の
「
新
宣
言
」、
一
九
九
四
年
）
と
い
う
新
た
な
問
題
意
識

と
方
法
論
に
則
っ
て
、
様
々
に
意
欲
的
な
接
近
法
が
提
起
さ
れ
試
み

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
か
か
る
新
た
な
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
の
う
ち
、
本
書
の

主
題
と
関
わ
る
接
近
法
が
提
起
す
る
幾
つ
か
の
論
点
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

①
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
心
理
・
行
動
分
析
：「
危
機
宣
言
」
と
同
時

（
２
）

（
３
）

期
に
、
ア
ナ
ー
ル
誌
上
で
は
供
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ナ
チ
ズ
ム
特
集
僑
号

（
一
九
八
八
年
）
が
編
ま
れ
て
、
そ
こ
に
は
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
の

フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
と
並
び
、
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
を
扱
っ
た
デ
ニ
ス
・

プ
シ
ャ
ン
ス
キ
論
文
「
一
枚
岩
の
ヴ
ィ
シ
ー
、
雑
多
な
ヴ
ィ
シ
ー
」

も
収
め
ら
れ
て
い
た
。
同
論
文
は
社
会
的
抑
制
策
の
失
敗
を
巡
り
、

ヴ
ィ
シ
ー
体
制
国
家
の
多
元
的
な
要
素
と
強
固
な
保
守
性
の
両
面
の

検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
目
を
引
く
の
は
、
様
々
な
社

会
集
団
と
そ
の
構
成
者
た
ち
の
心
理
と
行
動
と
の
関
連
性
、
そ
の
史

的
再
構
成
に
意
を
払
っ
て
吟
味
を
進
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

分
析
法
は
一
九
三
〇
年
代
研
究
の
新
た
な
可
能
性
を
示
し
た
と
共
に
、

本
書
が
課
題
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
浸
透
の

限
界
性
の
背
景
を
探
る
有
効
な
方
法
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

②
手
法
と
し
て
の
組
織
間
分
析
：
か
つ
て
パ
ト
リ
ッ
ク
・
フ
リ
ダ

ン
ソ
ン
が
「
危
機
宣
言
」
掲
載
号
上
の
特
集
論
文
「
組
織
─
新
た
な

る
研
究
対
象
」
で
提
起
し
た
論
点
の
一
つ
は
、
企
業
を
含
め
意
思
決

定
を
為
す
様
々
な
組
織
の
活
動
と
と
も
に
、
組
織
自
体
が
多
様
な
組

織
間
関
係
を
構
築
し
て
い
く
特
性
を
も
つ
こ
と
へ
の
留
意
で
あ
っ
た
。

社
会
を
構
成
す
る
様
々
な
集
団
に
よ
る
組
織
間
の
折
衝
、
交
渉
、
働

き
か
け
を
、
歴
史
分
析
の
対
象
と
し
て
吟
味
し
て
い
く
手
法
は

「（
前
略
）
あ
る
い
は
国
家
、
政
党
、
世
論
、
政
治
制
度
と
社
会
集
団

（
４
）

（
５
）
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と
の
関
係
な
ど
も
、
現
代
史
の
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
」（「
あ
と
が
き
」
九
五
三
頁
）
と
す
る
著
者
の
史
的
実

証
作
業
全
体
を
よ
り
補
強
し
て
い
く
手
段
と
な
ろ
う
。

そ
の
際
に
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
口
述
史
的
検
証
）
の
併
用

や
、
落
書
き
、
ビ
ラ
な
ど
の
「
非
文
書
史
料
」
分
析
も
有
用
と
な
る
。

ま
た
個
人
と
社
会
の
〈
中
間
〉
に
位
置
す
る
存
在
と
し
て
の
諸
組
織
、

つ
ま
り
ミ
ク
ロ
・
コ
ス
モ
ス
と
し
て
の
政
党
、
労
組
、
同
業
組
合
、

業
界
団
体
な
ど
と
、
よ
り
マ
ク
ロ
的
な
経
済
・
政
治
と
の
相
互
関
係

の
検
討
も
重
要
な
研
究
視
角
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
ミ
ク
ロ
ス
ト
リ
ア
的
ア
プ
ロ
ー
チ
：
本
書
の
主
張
点
の
一
つ
で

あ
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
状
況

の
考
察
（
本
書
第
Ⅲ
部
第
二
〇
章
）
に
関
し
て
は
、
こ
の
状
況
を
生
み

出
し
た
「
土
壌
」「
環
境
」
の
検
討
を
、
先
述
の
②
組
織
間
分
析
の
み

な
ら
ず
、
個
人
、
家
族
、
小
集
団
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
心
性
、
思
想
に
ま

で
範
囲
を
拡
げ
て
吟
味
し
て
い
く
、
も
う
一
つ
の
接
近
法
を
用
い
る

の
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
が
試
み
た
ミ
ク

ロ
ス
ト
リ
ア
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
援
用
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
浸
透
を
巡
る

本
書
の
か
か
る
主
張
を
補
完
し
て
い
く
可
能
性
を
も
つ
。

ア
ナ
ー
ル
学
派
第
四
世
代
に
属
す
る
歴
史
家
達
に
よ
る
社
会
全
体

へ
の
、
そ
し
て
個
人
レ
ヴ
ェ
ル
へ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
伝
播
・
波
及
＝

（
６
）

普
及
プ
ロ
セ
ス
の
把
握
と
い
う
問
題
関
心
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
人
々

に
い
か
に
受
け
止
め
ら
れ
、
受
容
さ
れ
た
の
か
否
か
の
様
々
な
パ

タ
ー
ン
解
明
に
挑
も
う
と
す
る
新
た
な
研
究
潮
流
を
照
ら
し
だ
す
。

著
者
の
問
い
か
け
の
延
長
上
に
あ
る
フ
ァ
シ
ス
ト
運
動
を
取
り
巻
く

フ
ラ
ン
ス
社
会
の
環
境
特
性
は
如
何
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う

論
点
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
に
多
様
な
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
実

証
の
進
展
が
一
九
三
〇
年
代
フ
ラ
ン
ス
経
済
社
会
の
全
体
的
イ
メ
ー

ジ
を
、
さ
ら
に
一
新
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
人
民
戦
線
政
府
の
経
済
政
策
論
を
巡
っ
て

①
さ
て
政
策
論
に
つ
い
て
本
書
が
も
た
ら
す
第
一
の
論
点
は
、
第

Ⅱ
部
第
八
章
で
吟
味
さ
れ
る
、
そ
の
ケ
イ
ン
ズ
的
政
策
の
性
格
に
関

し
て
で
あ
る
。
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
第
二
次
内
閣
で
は
、
ケ
イ
ン
ズ
的

政
策
導
入
に
よ
る
需
要
喚
起
＝
経
済
振
興
が
試
み
ら
れ
よ
う
と
さ
れ

て
い
た
が
、
同
時
に
資
本
税
設
定
、
資
本
流
出
対
策
と
し
て
の
為
替

管
理
な
ど
の
併
用
も
企
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
政
策
運
営
は
、

そ
の
帰
結
と
し
て
生
産
活
動
の
抑
制
や
対
外
貿
易
面
で
の
支
払
い
へ

の
制
約
と
い
う
影
響
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。

著
者
は
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
第
二
次
内
閣
の
政
策
運
営
が
は
ら
む
、
か

か
る
矛
盾
に
着
目
し
て
い
る
（
三
二
一
～
三
二
七
頁
）。
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こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
著
者
に
よ
る
、
第
二
次
内
閣

で
首
相
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
が
提
出
し
た
財
政
金
融
・
経
済
再
建
法
案

に
よ
る
再
建
計
画
へ
の
評
価
で
あ
る
。
そ
の
計
画
成
功
へ
の
条
件
と

し
て
、「
強
い
信
頼
関
係
の
存
在
を
前
提
と
し
、
多
く
の
社
会
階
層

か
ら
そ
の
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
不
幸
に

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
国
際
的
脅
威
を
身
近
か
に
感
じ
な
が
ら
も
、

国
は
深
く
分
断
さ
れ
、
資
本
と
労
働
は
相
互
不
信
の
頂
点
に
あ
っ

た
」（
三
二
五
頁
）
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。

特
に
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
た
「
多
く
の
社
会
階
層
」
の
当
時
の
経

済
政
策
へ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
（
感
性
）、「
資
本
と
労
働
は
相
互
不
信

の
頂
点
に
あ
っ
た
」
状
況
の
実
態
と
意
識
形
成
の
背
景
に
つ
い
て
も
、

先
に
評
者
が
触
れ
た
近
年
の
ミ
ク
ロ
ス
ト
リ
ア
的
接
近
法
の
援
用
に

よ
っ
て
、
そ
の
実
像
が
さ
ら
に
明
瞭
に
な
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

②
第
二
の
論
点
は
、
第
Ⅱ
部
第
一
一
章
、
第
一
二
章
で
扱
わ
れ
る

「
週
四
〇
時
間
労
働
制
」
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
人
民
戦
線
政
府

が
採
っ
た
重
要
な
経
済
政
策
で
あ
る
（「
フ
ラ
ン
平
価
切
下
げ
策
」
と

一
対
に
な
っ
た
）「
週
四
〇
時
間
労
働
制
」
は
、
労
働
時
間
短
縮
策
の

設
定
に
よ
る
労
働
者
の
余
暇
権
確
立
を
つ
う
じ
た
大
衆
消
費
の
刺
激
、

ま
た
失
業
吸
収
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
予
期
し
た
効

果
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
経
過
が
著
者
に
よ
り
詳
し
く
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
む
し
ろ
、
こ
の
政
策
は
当
該
期
の

フ
ラ
ン
ス
経
済
の
生
産
活
動
へ
の
制
約
条
件
と
な
っ
て
作
用
す
る
こ

と
に
な
り
、
最
終
的
に
は
、
か
か
る
経
済
政
策
の
「
休
止
」
へ
と
、

一
九
三
八
年
六
月
以
降
、
政
策
当
局
者
た
ち
は
追
い
込
ま
れ
る
に

至
っ
た
。

こ
こ
で
注
意
を
払
う
べ
き
は
、
本
書
四
二
〇
頁
に
述
べ
ら
れ
る
よ

う
な
、
連
立
政
府
首
班
た
る
首
相
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
が
譲
歩
し
て
、

週
四
〇
時
間
労
働
制
へ
の
例
外
措
置
を
講
じ
て
い
く
経
緯
で
あ
る
。

こ
の
例
外
措
置
と
は
、
あ
く
ま
で
当
座
の
労
働
争
議
対
策
と
し
て
の

臨
時
措
置
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
べ
き
な
の
か
。
あ
る
い
は
マ
ク
ロ
的

な
生
産
活
動
へ
の
制
約
条
件
と
し
て
週
四
〇
時
間
制
が
陰
を
落
と
し

て
い
る
状
況
に
、
政
府
が
遅
蒔
き
な
が
ら
気
付
い
て
の
本
格
的
是
正

措
置
と
解
す
べ
き
な
の
か
。
こ
の
問
題
へ
の
人
民
戦
線
政
府
首
脳
ら

の
状
況
判
断
に
関
す
る
評
価
は
、
経
済
政
策
「
休
止
」
へ
の
プ
ロ
セ

ス
、
そ
の
後
の
政
策
運
営
変
容
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
把
握
し
、
解
釈
し

て
い
く
の
に
不
可
欠
な
新
視
点
を
も
た
ら
す
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ

よ
う
。

③
第
三
の
論
点
は
、
第
Ⅲ
部
第
一
三
章
で
論
じ
ら
れ
る
当
時
の
フ

ラ
ン
ス
の
工
業
生
産
能
力
上
昇
を
妨
げ
た
「
二
つ
の
隘
路
」
の
問
題

で
あ
る
。
著
者
は
そ
の
実
態
と
し
て
人
民
戦
線
政
府
の
経
済
施
策
上
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の
問
題
点
の
他
に
、
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
。
一
つ
は
熟
練
労
働
力

不
足
問
題
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
生
産
設
備
老
朽
化
問
題
、（
五
五
〇

頁
）
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
と
り
わ
け
一
九
三
〇
年
代
の
企
業

経
営
者
た
ち
、
業
界
団
体
、
政
府
等
が
、
な
ぜ
熟
練
工
陶
冶
、
養
成

を
進
め
て
こ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
な
ぜ
機
械
等

更
新
の
た
め
の
設
備
投
資
を
進
め
て
こ
な
か
っ
た
の
か
、
が
新
た
な

論
点
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
。
各
界
の
当
事
者
た
ち
の
、
そ
の
問
題

認
識
の
程
度
、
そ
の
社
会
的
、
経
済
的
背
景
、
あ
る
い
は
諸
制
約
条

件
な
ど
が
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、「
二
つ
の
隘
路
」
問
題

の
特
質
と
実
態
へ
、
よ
り
迫
り
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

む

す

び

今
日
、
世
界
経
済
の
混
沌
期
に
あ
っ
て
、
こ
の
一
〇
〇
〇
頁
に
及

ば
ん
と
す
る
大
著
が
示
す
も
の
は
、
本
書
が
明
ら
か
に
す
る
一
九
三

〇
年
代
の
先
人
達
の
恐
慌
期
に
果
た
し
た
諸
行
動
か
ら
の
直
接
的
な

教
訓
獲
得
に
止
ま
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
時
代
の
経
済
・
政

治
・
社
会
に
関
わ
る
諸
現
象
の
複
雑
な
切
り
結
び
方
へ
の
全
体
史
的

視
点
か
ら
の
注
視
に
よ
っ
て
、
ま
た
歴
史
的
接
近
法
の
周
到
な
設
定

次
第
で
、
検
討
対
象
と
す
る
経
済
社
会
の
、
表
面
に
現
れ
ぬ
隠
れ
た

諸
特
性
の
発
見
を
可
能
に
し
て
い
く
拡
が
り
を
、
本
書
全
体
が
提
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

歴
史
の
研
究
を
「（
前
略
）
理
性
に
近
づ
こ
う
と
願
い
、
光
明
に
向

か
っ
て
手
探
り
で
暗
闇
の
な
か
を
つ
ま
ず
き
つ
つ
進
も
う
と
す
る
人

び
と
の
思
い
と
行
動
の
年
代
記
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
ⅱ
～
ⅲ

頁
）
と
す
る
著
者
の
姿
勢
と
、
そ
れ
を
ま
さ
に
体
現
し
よ
う
と
し
た

本
書
の
浩
瀚
な
る
論
考
か
ら
、
現
代
史
研
究
へ
接
近
す
る
た
め
の

様
々
な
〈
所
作
〉
を
、
こ
れ
か
ら
も
探
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）

M
arc
M
AU
RIC
E,H

iroshiM
AN
N
ARI,Yukiharu

TAK
EO
K
A

&
T
akenoriIN

O
K
I,“D

es
entreprises

françaises
etjaponaises

face
à
la
m
écatronique”,1988,A

ix-en-Provence,LE
ST
.

（
２
）

“H
istoire

et
Sciences

sociales
:
U
n
tournant

critique?”
A
nnales

É
conom

ies,Sociétés,C
ivilisations,43

e
année,n°2,

m
ars-avril1988,pp.291-293.

（
３
）

“H
istoire,

Sciences
sociales”

A
nnales

H
istoire,

Sciences
sociales,49

e
année,n°1,janvier-février

1994,pp.3-4.

（
４
）

D
enis

PE
SC
H
A
N
SK
I,
“V
ichi

au
singulier,

V
ichy

au
pluriel”

A
nnales

É
conom

ies,
Sociétés,

C
ivilisations,

43
e

année,n°3,m
ai-juin

1988,pp.639-661.
（
５
）

Patrick
FRID

E
N
SO
N
,“U
n
nouvelobjet,les

organizations”
A
nnales

É
conom

ies,
Sociétés,

C
ivilisations,

44
e
année,n°6,

novem
bre-décem

bre
1989,pp.1461-1477.

（
６
）
ミ
ク
ロ
ス
ト
リ
ア
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
成
果
の
典
型
例
の
一
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つ
と
し
て
、
次
の
文
献
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン

（
渡
辺
響
子
訳
）『
記
録
を
残
さ
な
か
っ
た
男
の
歴
史
─
あ
る
木

靴
職
人
の
世
界1798-1876

─
』、
藤
原
書
店
、
一
九
九
九
年

（A
lain

C
O
R
B
IN
,
Le
m
onde

retrouvé
de
Louis

‐F
rançois

Pinagot:sur
les
traces

d’un
inconnu

1798
-1876,1998

）。

竹
岡
敬
温
著
『
世
界
恐
慌
期
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
─
経
済
政
治
フ
ァ
シ

ズ
ム
─
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
○
○
七
年
一
二
月
刊
、
Ａ
５
判
、
九
七

二
頁
、
本
体
価
格
一
四
、
○
○
○
円
）

（
い
ち
か
わ

ふ
み
ひ
こ
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
准
教
授
）


